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ひろげよう
みんなのあんまちネットワーク事業

総合政策部 県民活動生活課

１．事業の趣旨

これまで県と企業・団体等は防犯活動を個別に行ってきたが、県が積極的に企業と地域を結

びつけるコーディネートを行い、協働による防犯活動を実施する。これにより、防犯活動の活
性化・防犯意識の高揚を図り、犯罪を減少させ、安全・安心な地域社会を実現するとともに、
企業のＣＳＲ推進にも貢献する。

２．事業イメージ

企業・大学
自動車販売、大型量販店、運送・不動産・
住宅関係、金融機関等

・主催イベントの提供
・販促広告チラシ等の紙面提供
・人員の派遣（企業ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ含む）
・啓発物品の提供（ティッシュ等）

安全・安心な地域社会の実現

防犯活動の活性化
防犯意識の高揚
犯罪の減少

地 域
市町、学校、自治会、自主防犯団体、
地域の各団体・事業所等

・地域広報誌への掲載
・人員の派遣
・一般住民の参加

＜ H2７主な活動実績＞
○ダイハツ竜王フェスティバル（５月）
○こどもワクワクワンダーランド（５月）

○ちびっこ消防広場（７月）
○京セラ夏祭り（８月）
○しが☆まなび☆発見！（８月）
○ＪＡ西びわこ農業まつり（１１月） など

協働による防犯活動
○事業所・大学祭等での防犯ブースの出展
○大型量販店での防犯イベントの開催
○県や地域のイベントでのPR活動 など

・コーディネート
・主催イベントの提供
・キャッフィーの提供
・広報誌・ＨＰへの掲載
・人員の派遣
・活動メニュー提示

県
連携 連携



 
 
 

 
 
 
1 事業の趣旨 

多様化、複雑化する地域の社会課題を解決する主体として、NPO 等が大きな役割を果たして

いるが、NPO 等は資金調達を含めた経営面で弱みをもつことが多い。 

そこで、地域住民が自発的に設立し、地域住民の資金に基づいて社会的に求められているニ

ーズに対して融資を行う非営利の金融機関である NPO バンクの設立を検討する。 

 

２ 事業効果 

本事業の実施により、公共性の高い事業を担う NPO 等に対し、民間の資金を活用した支援を

充実させることができ、人口減少社会の到来に伴い多様化・複雑化する地域課題の解決に資す

ることができる。 
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事務内容 

・NPO バンクの資金管理事務 

・貸付および償還事務 

・融資審査委員会の運営事務  
 

NPO バンク運営事務局 

出資者から構成 

・NPO の中間支援組織 

・金融機関（銀行・信金等） 

・企業 

・行政 等 

融資審査委員会 

総合政策部 県民活動生活課 県民活動・協働推進室 

NPO バンクによる地域の人材・資金活用調査研究事業 



（公財）日本釣振興会、滋賀県や市の職員、市民ボランティアなどが
参加し、「びわ湖の日」の環境美化活動の取組として湖底清掃活動を行
う。港湾内に投棄された湖底ゴミや浮上ゴミをダイバーが潜水して引き
上げ、陸上では釣り人や市民ボランティア等が回収したゴミの搬送を行
う。

事業の概要

日時：平成27年７月12日（日） ９：００～１２：００
場所：彦根旧港湾（彦根市尾末町地先）
回収物： 釣り具 ワーム270個、ルアー１個、テグス10個

飲料容器 空き缶303本、空き瓶10本、ペットボトル31本
その他 バイク１台、自転車14台、廃タイヤ２個、椅子１脚、傘８本、

ダクトホース２本、パイプ３本、ポリ波板11枚 ほか 計４６０kg

平成27年度事業の成果

湖底清掃活動

琵琶湖環境部琵琶湖政策課



 

 
 
                              琵琶湖環境部 森林政策課   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木工品の発掘 

木 育 ・ ウ ッ ド ス タ ー ト  キ ャ ラ バ ン 事 業 

※ウッドスタート：東京おもちゃ美術館（ＮＰＯ法人日本グッド･トイ委員会）が展開している「木育」の行動プラン 

企業・団体等への木育 PR キャラバン 

イベントでの啓発活動 

趣旨 

木材や木製品とのふれあいを通じて木への親しみや木の文化への理解を深め、木材

の良さや利用の意義を学んでもらう「木育」の普及啓発を進める。この取組を進め

ることにより、びわ湖材などの県産材の利用や販路拡大等を目指す。 

びわ湖材などの県産材の利用拡大 

木育の普及啓発 

 

取組内容 

○ 県産材木工品（食器）等の発掘 

○ イベントでの木育・ウッドスタートの啓発 

○ 企業・団体等への木育の啓発 

○ 木育人材育成コーディネート 

・ 木育インストラクターの養成につながる啓発活動 

・ その他木育に係る人材育成活動 

 

（企業の木育の取組） 

 木材を積極的に活用しようとする機運の醸成 

 森林づくりに積極的に参画する人材の育成 
 



計量検定所

得られたデータおよび参加者からの意見・提言は、中元時期および年末・年始時期に実施する商品量目立入検査のほか、適正な計量の確保およ

び消費者保護の推進にあたっての参考として活用します。

また、地域の消費者でもある事業の参加者に、日常購入されている商品の量目に関する認識を深めていただくことにより、行政だけでなく、消

費者の目による事業者へのチェック機能の向上を図ります。

消費者団体等が購入（試買）した食料品等を、政令で定める商品（特定商品）に従って分類後、実際にはかりを使用して計量していただきます。

計量値と商品の表示との誤差（量目公差）を求め、その結果について解説・意見交換を行います。

消費者のみなさんが日常購入されている生活物資の内容量（商品量目、以下「量目」という。）について、自ら計量し表示との誤差を調べてい

ただくことにより、量目に関する認識の向上を図っていただき、適正計量の普及に繋げることを目的とします。

また、この調査結果を集計して、県内の量目の現状を把握し、指導・取締りの際の参考として活用します。

商品量目試買テスト支援事業

事業の主旨・目的

事業の内容

量目調査に必要なはかり、計量容器等消耗品の貸出を行います。①器材の貸出

②職員の派遣
調査方法などを助言する職員を派遣し、関係法令や計量器の取扱い、計量方法等について説明を行います。

また、調査結果の集計を行い、その結果をもとに量目に関する意見交換を行います。

支援内容

事業実績

平成26年度 実施団体：1団体 （5事業所・35品を調査）

事業実施結果の活用等



東大津高校
近代美術館

埋蔵文化財
センター

文化公園

企画展示
統計コンクール、
アールブリュット

◎コンサート
H27年3回開催
参加885名

目的
★親しみやすさと利用者層の拡大
☆利用方法の幅を広げ、フアン層としてのつながり
★文化・芸術関連ボランティアの活動場所として定着
☆県政施策の普及（県庁各課の出前講座の開催）
★図書館を介した人と人とのつながり

びわこ文化ゾーン連携事業
みどりの日、夏休み、文化の日

◎地下書庫探検
H27年3回開催 参加212名

県立図書館

土曜サロン

びわこ文化公園都市施設

県内に活動拠点を置いて
活躍中の方々によるステージです

◎県庁各課出前講座
（統計クイズ、省エネ啓発）

H27年3回開催 参加 80名

◎地域連携事業
（立命館大学ﾏｼﾞｯｸﾌﾟﾚｲﾔｰｽﾞ）

H27年1回開催 参加 76名



※地域おこし協力隊とは・・・
都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を移動し、生活の拠点を移した者を、地方自治
体が「地域おこし協力隊員」として委嘱。隊員は、一定期間、地域に居住して、地域ブランドや地場産
品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの支援や、農林水産業への従事、住民の生活支援などの「地域
協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組。

地域おこし協力隊ネットワークの構築の支援

地域おこし協力隊は、他地域の活動状況を参考にする、連携して事業展開する等、隊員同士がつながり、交流することにより地域お
こし活動に大きな効果を生み出すことが可能であるため、協力隊同士のネットワークの形成が重要。
しかし、見知らぬ土地で活動する隊員は孤立しがちで、他の隊員とのつながりをつくる機会の提供が必要。

日々の地域おこし活動（活動例：政所茶の再生、「ののすておりがみ」ワークショップ、米粉シフォンケーキの製造販売 など）

①地域おこし協力隊員交流会の開催
各地域で地域おこし活動を行っている隊員の日頃抱えている課題や、活動の成果等についての情報交換会を開催。

②ＳＮＳを活用したネットワークの拡大
地域おこし協力隊員交流会で隊員の同志のつながりを作り、隊員同志で作られているＳＮＳでのネットワークを紹介し、
そのネットワークを拡大していく。

総務部市町振興課

滋賀県内の地域おこし協力隊員数

【期待される効果等】
・活動内容を県内で共有
・隊員それぞれが共有した情報を日々の活動へフィードバックすることで地域資源を活かした新商品の開発や、地域の
人々が活発に交流できる機会の提供などにつなげ、地域の活性化に貢献。

【平成２８年１月時点】

長浜市 近江八幡市 甲賀市 湖南市 高島市 東近江市 日野町 竜王町 愛荘町 甲良町 多賀町

６人 １人 ３人 ６人 ２人 ７人 １人 ２人 ２人 ３人 ２人



  

事業の趣旨 

県民の皆様に、県政に親しみを持っていただき、県の施策への理解を深め

ていただくため、県庁見学を実施する。知事室や議場などを案内し、職員自

らが講師となり、県政に関するミニ講座も行う。 

   

平成 27 年度見学者数（平成 27年 12 月末現在） 

学校 ・・・1,414 人（31校、引率含む） 一般（個人、団体）・・・209 人 

知事直轄組織広報課 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県職員が講師となって業務に関するミニ講

座を開く。 

・しが統計・キッズクイズ 

・なくそう犯罪！「身近な防犯講座」など 

ミニ講座の開設 

危機管理センターの見学 

 

        

  

平成28年 1月にオープンした危機管理

センターを新たに見学コースに加え、セ

ンターの機能等について理解いただき、

防災意識を高めていただく。 

県政に関心を持ち、県の施策

を身近なものと感じていただく 

県庁の施設見学 

個人、団体を問わず何人からでも見学

可能 

見学施設：知事室、県議会議場、県公館 



～ 地 震 防 災 出 前 講 座 ～

○県民の地震への危機
意識の高まり
・東日本大震災
・南海トラフ地震、
首都直下地震
・県が行った地震被害想定
（H24～H25)

○いつ起こるか分からない地震に対し何をしたらよいの
かわからない

○まずは“地震”を知りたい等の要望

○発災後の公助の活動は著しく低下する可能性が高い
○自助・共助の重要性を周知し、お互いに協力すること
が大切

県民の課題・要望

地震防災出前講座
による意識・知識
の高揚

県の課題

地震出前講座では、主に「地震の発生機構」、「滋賀県に被害をもたらす地震」および「地震にそなえて」
について理解を深めて頂けるよう実施しています。

防災危機管理局

（H27年度実績）16回 約1,500人（H27.12末現在）（H27年度実績）16回 約1,500人（H27.12末現在）



総合政策部人権施策推進課

１．事業概要

２．活用可能な啓発資材等

絵描き歌DVD、体操DVD

３．事業展開のイメージ

４．平成２７年度の主な実績 (H27.4月～12月末)

　①ふれあい啓発（一緒にやりましょうプロジェクト） 　②資材貸出実績

児童育成クラブくじら 　　　　２０件

柏木小学校 　　　　ジンケンダー着ぐるみ、紙芝居、DVDなど

滋賀県立大学 湖風祭 など

〇人権相談窓口案内リーフレットを配布するなど、困難を抱える人への情報提供も行います。

〇啓発内容は、より効果的なものとなるよう、連携先と協力しながら作っていきます。

〇状況に応じて資材の貸出しや職員の派遣など柔軟な対応を行い、主催者をサポ―トします。

人権啓発パネル（１１枚） ｼﾞﾝｹﾝﾀﾞｰボード

各種啓発冊子、相談窓口案内ﾘｰﾌﾚｯﾄ

〇滋賀県人権啓発ｷｬﾗｸﾀｰ「ｼﾞﾝｹﾝﾀﾞｰ」をはじめとする啓発資材を活用した人権啓発を、

ｼﾞﾝｹﾝﾀﾞｰ着ぐるみ 人権啓発番組、CM　DVD

ｼﾞﾝｹﾝﾀﾞｰﾊﾟﾍﾟｯﾄ人形

人権紙芝居（６作品）

ぬり絵、間違いさがし

〇この事業をきっかけに、主催者が継続的に人権啓発を実施されることを期待するものです。

　 様々な主体と連携して行います。

「啓発資材『ジンケンダー』着ぐるみ等を

活用したふれあい型啓発

紙芝居 啓発冊子人権啓発番組 （ＤＶＤ）

学校で

イベントで 地域、企業で

学童保育で



多文化共生出前講座

≪事業の趣旨・目的≫

【これまでの実績】

○出前講座の内容 ○国際交流員

【地域別派遣件数（平成26年度）】

国際交流員による「異文化理解のための講座」を通して、県内の児童・生徒に多様
な文化や価値観に触れてもらうことで、多文化共生の素地を作ることにつなげる。

氏名： ホドリーゴ・ブリンカ

出身 ：ブラジル サンパウロ州

任用年数：2年目

性別 ：男性

氏名： マデリーン・トンプソン

出身 ：アメリカ マサチューセッツ州

任用年数：1年目

性別 ：女性

ブラジル・アメリカの国紹介（地
理・人口・自然・歴史・文化など）

ポルトガル語・英語のあいさつ

ブラジル・アメリカBOX（持参す
る物品にさわって体験してもらう）

こどもの遊び紹介

ブラジル調理実習

など、対象の年齢や要望に応じて行い
ます。

（平成27年度は1月末現在受付件数）

6

13

8

9

1

1
2

観光交流局国際室

平成25年度 平成26年度 平成27年度

小学校 25 28 22

中学校 8 4 5

高等学校 10 6 4

その他 2 2 8

合計 45 40 39



平成 28 年度 営農指導スキルアップ講座 
 

滋賀県農業技術振興センター 
 
■ 趣 旨 

 農家の経営改善および地域農業の振興を図るには、普及指導員による支援活動と連

携して、農家の最も身近にいる農業団体関係者による営農指導が大変重要です。 
 ついては、農業団体関係者のうち指導経験の少ない職員の方々を対象に、指導スキ

ルの向上を図っていただくため、主な農作物の基本技術について連続講座を開催しま

す。 
 
■ 対象者 

JA 営農指導員、施肥技術指導員、 
農業共済組合事業担当職員ほか 
（30 名程度） 

 
■ 講座の内容例 

   平成 27 年度 ３回実施 

（実績より抜粋） 

   ・水稲新品種「みずかがみ」の栽培        （講義・ほ場見学） 
      ・今年の水稲栽培を振り返って          （講義・食味試験） 
   ・水田を活用した露地野菜の基本技術       （講義・ほ場見学） 
   ・少量土壌培地耕による施設園芸         （講義・施設見学） 
   ・ホームユース向け花きの基本技術        （講義・ほ場見学） 
   ・取り組みやすい果樹の新技術          （講義・ほ場見学） 

   （講義・説明等は農業技術振興センター職員が担当します。） 

 

■ 実施回数・時間・場所 

   実施回数：年間３回程度 

   時  間：各回とも３～４時間程度 
   実施場所：農業技術振興センター会議室・試験ほ場 
       （近江八幡市安土町大中または栗東市荒張） 

「みずかがみ」試験ほ場の見学(H27) 



「ふれよう！身近なびわ湖の魚たち」ミッション
～一緒にやりましょうプロジェクト～

• 水産資源の回復を目的に、ホンモロコやニゴロブナといった琵琶湖固有
種を中心に様々な魚貝類が琵琶湖へ放流されている。

• このような取組を広く知っていただくとともに、琵琶湖の魚介類の身近
さや関わりを認識する機会をつくる。

背 景

• 種苗生産現場を会場に、観察会を開催する。

内 容

アユ産卵用人工河川水田を活用した種苗生産

主 な 取 り 組 み

時期：９月中旬ごろ開催

場所：安曇川人工河川

内容：人工河川について
アユの卵や生まれたての魚
観察

時期：5月中旬ごろ開催

場所：琵琶湖周辺の水田

内容：種苗生産方法について
水田のプランクトンの観察
生まれたての魚の観察
水田への放流の実施

ホンモロコ仔魚の観察

水田への放流

小さい

見えた！

大きく
育ってね

人工河川の説明

農政水産部水産課



親子砂防学習会 

砂防工事現地での体験見

学などを通して、土砂災害防

止に関する知識を身につけ

てもらいます。 

出前講座 

お住まいの水害・土砂災害

リスクを説明。 

地域特性に応じた避難行

動や体制等を考え、災害に備

える地域づくりを支援。 

 
                         土木交通部 砂防課・流域政策局 

                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水害図上訓練 

浸水しやすい場所などを

参加者で共有し、課題抽出、

防災マップの作成により、洪

水発生時の避難や備えなど

について皆で考えます。 

県民の皆さんに、地域の安全に関心を持って頂くこと、 

地域が主体となった防災体制づくりを推進することを 

目指して各種の学習・啓発活動を行っています。 

近年、ゲリラ豪雨や大型台風などにより、 
浸水被害・土砂災害の危険性が高まっています。 

H25.9.15～16 台風１８号による水害 H25.9.15～16 台風１８号による土砂災害 



 
 
 

１ 概要 市町等と連携・協働した、住まいの地震対策「気づき」の場の提供 

    ・自治会等での住まいの防災出前講座 

    ・小学校等での住まいの防災出前授業 

      ・各種イベント等での防災出前講座 

・戸別訪問、住宅相談 etc． 

 

・どんな地震があるの？ 

・どんな家が地震に強いの？ 

・わが家は地震に耐えられるの？ 

・わが家は耐震改修で強くなるの？ 

・どんな住まい方が安全なの？  
 

２ 効果 地元や職場、学校等での話題が各家庭に拡がり、さらなる「気づき」を生み出す 

・自分や地域、友人等の家の安全性を考える。 

・安心して暮らせる住まいの地震対策を考える。 

・耐震診断・耐震改修の実施の必要性を考える。 

 
 

・一人ひとりが地震に備える意識の醸成 

・地震に強い住宅・地域づくりの実践 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木交通部 建築課建築指導室 

３ 出前講座のメニュー 

 
自治会や団体の防災に関する 

住まいの防災教室（出前講座） 
工作で学ぼう 

住まいの防災教室（出前授業） 
各市町の防災訓練・ 

各種イベント等(出前講座) 
平成 27年度実績（H27/12月末時点）2回 99人 平成 27年度実績（H27/12月末時点）2回 92人 平成 27年度実績（H27/12月末時点）10回 

 

・防災授業 

 

・防災訓練 

・防災訓練 
 



県民が多く集まる機会や場に、生涯学習の総合的な
窓口となるブースを設け、課員による視聴覚教材や
学習機会についての情報の提供、学習相談の対応
を行い、県民の生涯学習に対するきっかけづくりや取
組みを推進する。

Ｈ２７年度は県内１３か所で実施
※人権フェスタ、滋人教大会、
当課主催の講座等各種イベントに出展



文化財建造物保存修理現場見学会 滋賀の文化財講座「打出のコヅチ」

県が受託し実施して
いる国・県指定建造物
の保存修理現場見学会
を開催し、当課専門職
員による伝統的な修理
技法等の解説を行い、
また実際の修理体験を
通じて、文化財建造物
および本県の歴史・文
化に対する理解を深め
ます。

本県の国・県指定文
化財等について、文化
財調査による成果や保
存修理等の取り組み内
容を、当課専門職員が
講師を務め、講座形式
で紹介することにより、
本県の歴史・文化に対
する魅力の発信と、文
化財に対する理解を深
めます。

校内・校外学習サポート

文化財専門職員による滋賀の魅力発信

県内外の小中高校
生・大学生・一般を対
象とした安土城跡・観
音寺城跡での現地校外
学習授業のほか、各学
校への出前授業、また
各種団体からの要請に
よる出前講座等で当課
専門職員が講師を務め
ます。

県指定信楽院本堂、県指定
檜尾神社本殿保存修理現場で
見学会を実施

４件 １９８名

滋賀県新指定文化財説明会
他５回実施 参加者数425名

概要 概要

概要

教育委員会事務局文化財保護課

一般県民を対象とした滋賀県指定有形文化財
信楽院本堂保存修理現場見学会の様子
平成27年11月3日 見学者数74名

平成27年度第1回講座「滋賀県新指定文化財説明会」
の様子 参加者数80名

【校外学習】
今津公民館

他３件142人
【出前講座】
滋賀短期大学

他２件70人

平成27年10月22日
今津公民館講座の案内 彦根城玄宮楽々園にて

平成２７年度実績
平成２７年度実績

平成２７年度実績 県有史跡地（近江風土記の丘）維持管理

近江風土記の丘（史
跡大中の湖南遺跡・史
跡観音寺城跡）の維持
管理業務について、地
元ボランティアや観光
協会などとの協働によ
り、史跡見学等とセッ
トにした草刈りイベン
トを実施します。

概要
豊かな杜づくりプロジェクト
安土がんばります隊と協働

参加者数160人

平成２７年度実績

平成27年11月29日
史跡観音寺城跡 除草・登山道整備作業の様子



※開催実績は全て平成27年度12月末現在

交番勤務員等が実施する、地元住民等を対象とした
防犯教室、交通安全教室の開催等により、安全・安心
な滋賀を目指します。

開催185回、受講者33,547人
（うち薬物乱用防止教室は、開
催59回、受講者9,167人）

開催 20回
受講者 754人

開催 681回
受講者 80,940人

開催 18回
受講者 1,117人

開催 1,516回
受講者 19,281人



浄水場見学・水道出前講座・夏休み自由研究講座

滋賀県企業庁では、水道や浄水場について知ることで、飲み水の源となる琵琶湖

や川をきれいに保つことの大切さを理解していただくために、浄水場見学の受け

入れや簡単な実験を取り入れた講座を行っています。

小学校など団体での見学は随時受け付

けています。パネルや実験で飲み水がで

きる過程を学び、施設を見学していただ

きます。個人での見学は水道週間（6月1

日～7日）に受け付けています。
【平成27年度実績】

小学校：47校3,193名、一般団体：10組193名

浄水場見学に来ることができない受水市

町内の学校の希望により、職員が教室に

出向いて浄水場の仕組みや水道につい

ての授業を行っています。
【平成27年度実績】小学校3校 313名

毎年夏休みに吉川浄水場で開催してい

ます。内容は浄水場の見学、参加者が持

参した水の水質検査等。簡単な実験をし

たり、浄水場の水の試飲もあります。
【平成27年度実績】7月22日～28日 56名

滋賀県企業庁



『ダメ。ゼッタイ。』 この言葉をキャッチフレーズに、滋賀県薬
物乱用対策本部では薬物乱用問題についての正しい知識を伝えるため
県内各地で出前講座を実施します。

〈ポイント〉
パワーポイントやＤＶＤを使ってわかりやすく説明します。

●参考
平成27年度実績（平成27年12月末現在）
講座回数： 9回
対象者 ：学生、社会人等

事業の概要

健康医療福祉部薬務感染症対策課

薬物乱用問題についての出前講座

出前講座



事業区分：情報発信（各種行政情報の提供）

【事業概要】

医薬品、医療機器等に関する情報を、メールマガジン

“製薬しがナビ”により、県内の製薬等事業者の皆さんへ
タイムリーに情報発信し、迅速かつ的確な情報共有を推
進することによって企業の事業活動を支援します！

～配信情報～

・国からの通知情報等
・製薬技術講演会・研修会（お知らせ・ネット申込み）
・新着図書に関する情報
・試験検査機器の貸出情報
・その他製薬等薬事関連情報
・滋賀県からのお知らせ など

医薬品、医療機器等の
品質、有効性および安全性の確保と向上

健康医療福祉部薬務感染症対策課

メールマガジン

の配信


